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Abstract 
This paper reviews some adverse select ion studies in insurance market  based on 
the Rothschild  and St igl i tz  (RS) model.  After  sketching the RS model ,  previous  
studies are classif ied into three parts :  (1)  changes and/or  relaxes some 
assumptions used in  the RS model ;  (2)  changes the equil ibrium concept  used in  the 
RS model;  (3)  proves the (non-)existence of  adverse select ion in insurance market  
by empirical  s tudies.  
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1  例えば、 Ehr l ich-Becker  [1972]などを参照。  
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在を利用した機会主義的行動は「逆選択」 (adverse select ion)、後者のように
契約締結後における情報偏在を利用した機会主義的行動は「モラル・ハザー




                                         
2  情報偏在をもとにした機会主義的行動の詳細については、 Wil l iamson [1975]などを参
照。  
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集 が 実 施 さ れ た こ と も あ っ た 。 例 え ば 、 The Geneva Papers on Risk and 
Insurance Theory  (Vol.22,  No.2 (December,  1997))において「非対称情報に関す
る特集」(Special  Issue on Asymmetric  Information)が組まれたり、『日本保険学
会大会』 (1999 年 )において「モラル・ハザードをめぐる諸問題」というタイ






は、 Rothschild-St igl i tz  [1976] (以下「 RS」と略記 )を嚆矢とする研究のうち、
原則として保険市場における逆選択をその分析対象としたものに限って、記





となる RS モデルの概略を記述する。次いで 3.では、これまで実施されてき
た保険市場における逆選択研究が RS を発展・展開させたものととらえた上
で、各々の研究について簡単に論じる。なお 4.は結論部である。  
                                         
3  その報告内容は、『保険学雑誌』第 569 号 (2000 年 6 月刊行 )に所収されている。  
4  なおモラル・ハザード研究に関するレビューについては、稿を改めて実施する予定で
ある。  
5  なお逆選択研究に関する先行レビューとして、 Hirsh le i fe r-Ri ley  [1979]および
Dionne-Doher ty  [1992]などを参照。  
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2. RS モデルの概略  
 
 本章では、保険市場における逆選択研究のベースとして位置づけ可能な RS



















                                         
6  ただし、逆選択の存在そのものを最初に論証したのは、 Aker lof  [1970]である。また
保険市場における逆選択についても、 Pauly  [1974]による先駆的研究がある。  
7  同モデルのより詳細なレビューについては、高尾 [1998 ,  第 1 章 ]などを参照。  
8  高尾 [1991,p .141  脚注 32]。なお西村 [1990,  p .207]は、完全競争の条件として、 1 .財の
同質性、 2 .多数の市場参加者、 3 .自身の決定が他の主体の決定に影響しない、 4 .情報の
完全性、 5 .参入・退出が自由である、ことをあげている。  
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保険市場全体から見て、保険数理的に公平な水準となる。  
 最後に RS では均衡分析を実施しているが、その均衡概念としては、ナッ
シュ均衡が用いられている。  
 以上の準備をもとに構築された RS モデルから得られた主たる結論は、以






   なお両結論の導出過程についてだが、直感的に説明すれば以下のようにな
る。  









の 3 者である 9。  
   そしてこのとき、保険会社は、ローリスクタイプ消費者のみが購入し、か
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ない 1 0。  





                                         
1 0  しかしながら、ローリスクタイプ消費者がハイリスクタイプであると偽るインセン
ティブは存在しないため、実質的には「ハイリスクタイプ消費者がローリスクタイプで
あると偽らないための条件」のみが問題となってくる。  
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プローチをもって RS を発展・展開していったものと考えることができる。  
 1 つめは、RS モデルにおける明示的あるいは暗示的な諸条件を変化させる
方向からのアプローチである。  
 より細かく分類すれば、まず競争的保険市場の仮定を緩和した上での分析
があげられる。具体的には、独占的な保険市場を想定した Stigl i tz  [1977]がこ




ことを示している 1 1。  
 次に、RS はいわゆる静学的な保険市場分析であるが、これを動学的な分析
に拡張した研究があげられる。具体的には、保険期間が 2 期間以上存在する
場合の分析であり、例えば Cooper-Hayes [1987],  Dionne-Lasserre [1987],  田近





                                         
1 1  同モデルのより詳細なレビューについては、細江 [1991 ,  pp .185-194]などを参照。  
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このような遺伝子診断にかかる問題を議論した研究として、 Doherty-Thist le  
[1996],  Doherty-Posey [1998],  Hoy-Polborn [2000],曽我 [2001]などをあげるこ
とができる 1 2。  





                                         
1 2  Doher ty -Posey  [1998]のより詳細なレビューについては、大倉 [1999]を参照。  
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いる。そして全ての消費者が遺伝子診断を受診する戦略が唯一の均衡戦略で























                                         
1 3  ただしここでの均衡概念は、「逐次的均衡」 ( sequent ia l  equi l ib r ium)である。  
1 4  なお本稿では、シグナルという用語を、先天的・固定的な資質であるインデックス
をも含めた広域的な意味で使用している。なおシグナルとインデックスの相違に関して
は、酒井 [1982 ,  p .297]などを参照。  
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さらに Rea [1987,  1992]は、シグナルに基づいたリスク細分化を禁止するこ
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 なお、モラル・ハザードと逆選択と同時分析した Stewart  [1994]や逆選択と
保険流通コストとの関係について検討した Allard et  al .  [1997]、逆選択抑止を
目的とした保険料率規制の是非について論じた大倉 [2001]なども RS モデル
における諸条件を変化させた研究として位置づけることができよう。  















在しないのだと言える 1 6。  
 そしてこのような均衡の非存在の可能性を排除すべく、 Wilson [1977]は新
たな均衡概念を提唱している 1 7。ウイルソン均衡あるいは「反応均衡」(react ion 
equil ibrium)と呼ばれるそれは、保険会社が市場から撤退したことにより最終
的に利潤が得られなくなってしまうような保険契約を保留しておくという予
                                         
1 6  詳細については、 Rothschi ld -St ig l i t z  [1976,  pp .634 以下 ]を参照。  
1 7  以下の記述に関連して、 Rasmusen [1989 (Ⅱ ) ,  pp .56-58]も参照。  
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ることを証明している。 Spence [1978]は、 Miyazaki  [1977]の議論を保険市場
に援用し、かつリスクタイプが n 種類存在する場合におけるウイルソン均衡
について検討している。また他にウイルソン均衡の概念を精緻化あるいは拡




分を実現しうるものであることなどが証明されている 1 9 , 2 0。  
 3 つめは、各国あるいは各保険商品市場において、理論で示されているよ
                                         
1 8  Crocker-Snow [1985 ,  p .213]。  
1 9  ただし Miyazaki  [1977]は、労働市場における逆選択問題を議論している。また Wilson  
[1980]はオークションを、 Engers-Fernandez  [1985]は抽象的な情報偏在下の市場をそれ
ぞれ分析対象にしている。  
2 0  しかしながら、ウイルソン均衡は市場参加者の反応にかかるルールがさほど説得的
でない、という批判もある。例えば細江 [1991 ,  p .197  脚注 11]などを参照。  
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的に列記すれば、Dahlby [1983,  1992](カナダ、「衝突保険」(coll is ion insurance))、
Marquis-Phelps [1987]（アメリカ、自動車保険）、 Warshawsky [1988]（アメリ
カ 、 私 的 年 金 保 険 ）、 D’Arcy-Doherty [1990] （ ア メ リ カ 、 自 動 車 保 険 ）、
Puelz-Snow [1994]（アメリカ、衝突保険）、Dionne et  al .  [1999,  2001]（カナダ、
衝突保険）、 Chiappori-Salanie [2000]（フランス、自動車保険）などがあげら
れる 2 1。ただし（ ）は、実証研究の対象となっている国名および保険商品
名を示している。  














                                         
2 1  Dahlby  [1983]に関連して Ri ley  [1983]も参照のこと。  
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いることを示しているとも言える 2 3。  
                                         
2 2  なおここで、 ”young”とは、フランス保険業の慣例に従い、初心者ドライバーのこと
を指している。従って、その大部分は若年ドライバーであるが全てがそうであるという
訳ではない（ Chiappor i -Sa lanie  [2000,  p .64  footnote  12]）。  
2 3  Chiappor i -Salanie  [2000,  p .75]。  
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Michael  Spence（スタンフォード大学教授）、 Joseph Stigl i tz（コロンビア大学
教 授 ） の 3 氏 が 「 非 対 称 情 報 下 で の 市 場 分 析 」 (analysis  of markets with  
asymmetric  information)に関する業績によって 2001 年のノーベル経済学賞の
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